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  東洋公衆衛生学院と私  

 

 

 

 

 

7 月 19日（金）に本年度第 1回の役員会を開催した。

4月から2名の新任役員を加え新時代「令和」の同窓会活

動が始動しました。同窓会奨学金、卒業生支援活動、在校

生支援活動などかねてより懸案事項であった課題をクリ

アすべく小野寺会長の指揮の下、一層活発に活動していく

計画です。また、卒業生の皆様から同窓会に対するご意見

を常にホームページ・メール・フェイスブックで募集して

いますので、是非ともご意見ご感想などをお聞かせ頂けれ

ばと思っております。 

 今後とも同窓会の活動にご支援をよろしくお願い致し

ます。 

 

 

 

 

平成30年度東洋公衆衛生学院同窓会総会が平成31年

3 月 31 日（土）東洋公衆衛生学院にて開催されました。

30 年度活動報告等、平成 31（令和元）年度予算案につ

いて審議・承認をいただきました。 

東洋公衆衛生学院は創立50年が経過し、学院を取り巻

く環境は変化し、同窓会もまた、在校生卒業生と学院を繋

ぐという役割を時代の変化とともに柔軟に対応していき

たいと考えています。令和元年度は懸案である同窓会活動

の啓発を継続して取り組んでいくことと、卒業生に対する

支援にも力を注ぎたいと計画を進めており、新たな活動方

針が承認されました。 

今後とも卒業生皆様方からのご支援をお願い申し上げ

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

同窓会事務局 山口 聡 

 

5月 18日（土）に第 68回日本医学検査学会（山口県

下関市）が開催され、当日は弱雨と強風が一日中続く中で

したが多数の参加者が来場し活気ある学会でした。 

同窓会懇親会は日本医学検査学会の開催に合わせて長

年実施していますが、毎年のことですが同窓生への案内に

は苦悩しています。今回の学会ではメイン会場の他、幾つ

かの会場に分散していたことと、悪天候もあって当日の告

知は思うようにできなかった。事前案内では従来のホーム

ページとフェイスブックに加えてSMSを使って問い合わ

せを可能にしました。その結果、例年より問い合わせ件数

は若干増加したものの、運営上の問題でありますが、場所

東洋公衆衛生学院同窓会　役員名簿

2019年（令和元年） 4月 1日(任期2年)　

役員 定数 卒期 学科 役員 勤務先 メールアドレス

会長 1 1 放射 小野寺　浩幸 日本大学病院

14 臨床 片山　博徳 日本医科大学多摩永山病院

15 放射 清水　賢均 野村病院

事務局長 1 24 臨床 山口　聡 東洋公衆衛生学院

副事務局長 1 17 放射 新山　義彦 東洋公衆衛生学院

14 臨床 田村　順子 東京新宿メディカルセンター

18 臨床 園上　浩司 順天堂大学病院

20 臨床 青栁　ますみ 東洋公衆衛生学院

42 臨床 鈴木　優大 東京女子医科大学東医療センター

新任 臨床 辻内　卓矢 亀田総合病院

11 放射 遠藤　朝野 日本大学病院

24 放射 田中　宏和 東洋公衆衛生学院

24 放射 井伊　智大 自治医科大学附属さいたま医療センター

30 放射 影山　耕平 東京慈恵会医科大学附属病院

新任 放射 鶴見　利行 東洋公衆衛生学院

2 秘書 秦　弘美 自宅

17 臨床 国仲　伸男 霞ヶ浦医療センター

19 臨床 池内　広喜 秋田県総合保健事業団

2 臨床 椎津　稔

委員長　国仲　委員　田中

委員長　山口

委員長　小野寺　委員　山口

承認 委員長　片山　清水
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同窓会懇親会の報告 
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在校生の近況 

  国家試験の結果報告 

（店舗）や時間があらかじめ設定されているわけではなく、

参加頂ける人数によって決定するため、問い合わせを頂い

ても具体的に案内ができないという歯がゆさを感じる結

果にもなりました。随分前には事前申込制だったと聞いた

こともありますが、当日に気軽に参加できるスタイルも悪

くはないと思うので、幅広い世代の同窓生が一同に集える

よう、反省点を踏まえ工夫していきたいと考えています。 

 来年は4月下旬に仙台で開催します。東北地方にはご活

躍されている卒業生も多数いるかと思いますので、是非と

も同窓生の輪が広げられるようご支援をお願い致します。 

 

 

 

 

                          

◆平成31（令和元）年度入学式を挙行しました 

 

 平成３１年４月３日（水）ハイアットリージェンシー東

京で挙行された入学式において臨床検査技術学科第５４

期生４５名、診療放射線技術学科第４０期生８１名のあわ

せて１２６名の新入生を迎えました。 

 また、本年も、両科合同による１泊２日の新入生研修が

４月１１・１２日（木・金）に実施されました。東京ディ

ズニーランドでは、親睦を深めながら、キャストのコミュ

ニケーション、施設・演出の工夫などを観察しました。幕

張の宿泊先に移動後、「患者さまから必要とされる医療を

提供するために必要なこと」について各グループでまとめ

ました。発表の中では、「患者さんに耳を傾ける」「不安を

抱けせないよう、笑顔に心がける」「忙しさを感じさせな

い」「広い視野をもつ」「１人１人が責任を持った行動をと

る」など、入学して日が浅い中で多くの意見が出されまし

た。この経験を活かして、今後の学習を深めていってもら

いたいと思います。 

 

 

 

◆臨床検査技術学科からの近況報告 

 

１）３年生（５２期生）の様子 

 ４月１日（月）から開始された９７日間の臨地実習が８

月２３日（金）に終えようとしています。学校では得られ

ない貴重な経験をして、一回りも二回りも成長しているこ

とを願っています。８月２５，２６日は今年で２０年目と

なる国家試験対策研修となります。来春の国家試験の合格

を目指して取り組んで欲しいと考えています。 

２）２年生（５３期生）の様子 

 専門的な知識に加え、様々な実技や機器の取り扱いの習

得を求められるため、学ぶことの多い学年です。実習は１

班７～８名で取り組んでいますが、日頃から周囲に頼らず、

また個々が責任をもって行動ができるように期待してい

ます。 

３）１年生（５４期生）の様子 

 前期中間試験が終了した６月末から面接を実施しまし

た。高校時代に学習習慣が身についていない学生が多くみ

られ「まずはその日の学習の復習から、少なくても毎日１

時間は勉強しよう！」が学習するよう指導しました。学習

しなくてはならない環境作りに教員も悩まされています。 

 

◆診療放射線技術学科からの近況報告 

 

3年生は核医学・治療の臨床実習中である。核・治療は実

習で見ただけで、技師になってからは一度も経験すること

がない場合がある。そういったことからも、非常に貴重な

経験になるだろう。 

 2年生は前期期末試験が終わり、夏休み期間であるが、

8月下旬の放射線取扱主任者試験に向けて各自で学習に

取り組んでいる。2年生のカリキュラム自体に主任者を意

識した科目や内容が盛り込まれているため、一人でも多く

の学生に取得してもらいたい。 

 1年生は夏休み期間真っ盛りである。資格試験や国家試

験に追われることなく、心置きなく羽を伸ばしていること

だろう。 

 

   

 

 

 

臨床検査技術学科 

平成31年2月20日（水）第65回臨床検査技師国家試験、

翌2月21日（木）第71回診療放射線技師国家試験が大正大

学にて実施されました。臨床検査技術学科新卒受験生28名、

合格者28名、合格率100％（全国合格率75.2％）（図1）、

診療放射線技術学科新卒受験生61名、合格者51名、合格率

83.6％（全国合格率79.2％）（図2）でした。平成最後の国

家試験、卒業生全員精一杯頑張りました。 

 

― 年度別推移 ― 

 

 

 
 

診療放射線技術学科 

 

厚生労働省が発表した、第71回診療放射線技師国家試験

の結果、本学新卒者の合格率は83.6％であった。既卒者につ

いては、今回は考えないものとして、全国の専門学校の平均

合格率が83.5％であったことから、僅かに勝っている現状で

ある。また、全国の大学の平均合格率は91.9％であり、本学

は明らかに業績が悪い。それは総合平均と比較しても同様で

ある。 

 厚労省の発表するデータは、文科省管轄、厚労省管轄のす

べての学校の出願者数、受験者数、合格者数および合格率で

ある。ここで厚労省の数字をもう少し深く読み取ってみる。

受験者数を出願者数で除することで受験率が算出できる。こ

れは、願書は出したものの、何らかの理由で卒業できなかっ
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 同窓生からのメッセージ 

た人数を考慮するものだ。さらに、合格率と受験率を乗する

ことで、真の合格率が算出できる。本学の受験率は87.1％と

他の専門学校より割合が高い。合格率だけで見てしまうと、

0.1％の差しかないが、真の合格率まで見ていくと3.5％の差

が見られる。 

 大学との比較も同様に考えてみると、余計に差があること

に気付く。単純に合格率を上げることは簡単だが、真の合格

率を上げることは難しい。 

 

 

 

 

 

 

 

『東洋公衆衛生学院と私』 

 ２１期 臨床検査技術学科 夜間部 

    竹田 信邦 

～ 令和の初めに昭和の終わりの頃の話 ～ 

 

昭和に終わりが見えかけていたころ、Ⅱ部学生だった私た

ちは昼間に医療関係のバイトを終えてからの登校でした。京

王線幡ヶ谷駅を降りパチンコ屋を通り抜け細い路地に出て

学校に向かう。腹も減る時間で、やたらと誘惑の多い六号通

り商店街が通学順路なのです。幾人かは、パチンコ屋に引っ

かかっている。飯を喰いに居酒屋に入ったまま帰って来なさ

そうな奴もいる。入学したての頃は皆マジメそうだったのに

なぁ… 

臨床検査Ⅱ部と言うところは、講師の先生方も昼間はご自

分の職場でお仕事をされておりその後、私達に講義をして頂

くという双方、仕事終わりからの授業でした。色々な生徒が

いて社会人や自衛隊員や小説家（糸井重里と知り合いとか…

ホントかな？）、ホスト等々の肩書を持つ方がおり、年齢も

高校出たてから40近い生徒もいたので、講師の先生もさぞ 

や大変だったのでは無いでしょうか。 

当時の事を思い出すと恥ずかしくて逃げてしまいたい気

持ちでいっぱいになりますが、卒業謝恩会で教務の先生方が

泣いて喜んで下さった事などを考えると、Ⅱ部最後の卒業生

は本当に色々な先生方に様々なご迷惑やご心配をお掛けし

ていたことが、今になって身に染みる思いです。 

いまの学生さんたちは自分が学生だった頃よりよっぽど

マシなので、自分もお世話になった先生方を見習い、落ちこ

ぼれや挫折する者を出さず、どんな時も励まし、時には叱咤

し、支えながら後進の育成に努めていきたいと思います。 

東洋公衆衛生学院での学生生活は一つの目標に向かい、共

に学び、共に笑い、少し泣けることもありますが、人生の中

で輝いている時であると思いますので、後輩の皆さんも社会

に出て大きく成長されて行く事を目指し、今を精一杯頑張っ

てくれることを願います。 

 

 

『卒業10年目を迎えて』 

２７期卒業  診療放射線技術学科  

明石 裕一郎 

卒業してから10年が経ちました。 

手書きのレポート、タイトな試験スケジュール、ファミレ

スでの勉強会、進級の度少なくなる机、キャラの濃い先生、

寝ずにやった三国志Ⅲ・・・ 水道道路を通る度にそんな色

褪せない日々の事を思い出します。 

私は卒業後、修士課程まで進学し、3年間の臨床業務を経

て、生物統計を生業として４年目を迎えました。 

東洋で最も学んだことは『何事もコツコツと取り組むこ

と』。 

お世辞でも成績は良くありませんでしたが、主任者や国家

試験といった大きな目標にむけて日々取り組んだ経験は現

在の礎になっています。 

臨床を離れ、外から眺めてみると、医療×ITのめざましい

変化の時期が訪れています。東洋で学ぶ学生さん達には様々

な学問・遊びに触れ、自己探求のための有意義な人生の旅へ

挑んでほしいと切に願います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 合格率 受験率 真の合格率 

本学 83.6％ 87.1％ 72.8％ 

専門平均 83.5％ 83.0％ 69.3％ 

大学平均 91.9％ 91.2％ 83.8％ 

総合平均 89.4％ 88.6％ 79.2％ 

【編集後記】  

令和元年 8月は台風発生が5つ発生し、うち 2つが上

陸し、各地に被害をもたらしました。台風により被害に

遭われた方に心からお見舞い申し上げます。 

台風発生も連続で多いと思った方も少なくないと思い

ます。しかし、1961～2013年の統計で 8月だけを見

てみると、台風発生数（平均）5.9 個、上陸数（全国）

2.7 個と平年並みではあります。異常気象と言われる昨

今、少し過敏になってしまいますね。しかし、毎年、災

害が発生しています。危機管理も大切なことである痛感

しています。改めて被災された方へお見舞い申し上げま

すとともに一日でも早い復興をお祈り申し上げます。 

さて、第 7号をお届けします。内容として、令和最初

となる入学式挙行や国家試験状況などがあります。平成

最後の卒業生の国家試験合格は健闘したと言っていいの

ではないでしょうか。新社会人となった卒業生のご活躍

に期待します。 

編集委員長 国仲                        

同窓生からの原稿を募集します！ 
同窓会会報を同窓生のコミュニティの場に

しませんか？  
卒業生の活躍を掲載したいと思います。 

広く原稿を募集していますので、下記メールアドレスま

で投稿して下さい。 

facebookでも情報発信中 

＠toyoCollegeAlumni 
 

東洋公衆衛生学院 同窓会 会報編集部 

151-0071 

東京都渋谷区本町6-21-7 

電話番号 :03-3376-8511 

FAX 番号 :03-3376-4345 

メールアドレス: yama@toyo-college.ac.jp 
いますぐホームページを 

チェックして下さい。 


